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一　

　

こ
の
た
び
社
会
福
祉
法
人
高
塔
会
の
理
事
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
西
田　

一
で
す
。
日
頃
か
ら
高
塔
会
な
ら
び
に
児

童
養
護
施
設
暁
の
鐘
学
園
を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
行
政
が
家
庭
的
養
護
の
推
進
に
舵
を
き
り
、
児

童
養
護
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
児
童
虐

待
の
問
題
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
北
九
州
市
で

は
、
平
成
31
年
４
月
に
「
北
九
州
市
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
７
条
の
４
に
は
、
「
児
童
養
護
施

設
は
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
、
子
ど
も
の
抱
え
る
家
族
と
の
関

係
性
の
問
題
等
の
解
決
の
た
め
に
、
地
域
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

子
ど
も
及
び
保
護
者
へ
の
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
施
設
の
役
割
を
改
め
て
記
し
た

も
の
で
す
が
、
市
の
条
例
に
明
記
さ
れ
た
以
上
、
こ
れ
ま
で
に
増

し
て
養
育
及
び
支
援
機
能
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
、

大
き
な
責
任
と
使
命
を
感
じ
て
い
ま
す
。
理
事
会
、
評
議
員
会
の

皆
様
に
、
倍
旧
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
島
田
清
施
設

長
を
始
め
と
す
る
職
員
の
皆
様
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
、

力
強
く
高
塔
会
を
前
進
さ
せ
て
い
た
だ
く
覚
悟
で
す
。
児
童
養
護

施
設
を
単
に
子
育
て
の
現
場
に
留
め
る
こ
と
な
く
、
人
間
形
成
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
「
人
材
」
に
育

て
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
施
設
の
枠
に
留
ま

ら
ず
に
、
社
会
人
と
し
て
の
自
立
に
向
け
た
伴
走
支
援
に
も
併
せ

て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご

支
援
が
必
要
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
拝
眉
の
上
、
親
し
く
ご
挨
拶

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
ま
ず
は
書

面
で
の
ご
挨
拶
と
な
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
高

塔
会
な
ら
び
に
暁
の
鐘
学
園
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和３年7月15日
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２
０
２
1
年
度
事
業
計
画

　

２
０
２
１
年
３
月
の
理
事
会
に

お
い
て
、
２
０
２
１
年
度
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
法
人
理
念

　

本
施
設
の
運
営
に
当
た
る
社
会

福
祉
法
人
高
塔
会
の
役
員
及
び
職

員
は
、
入
所
中
の
児
童
の
養
護
に

関
し
て
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和

22
年
法
律
第
74
号
）
、
児
童
憲
章

（
昭
和
26
年
５
月
５
日
宣
言
）
及

び
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

（
平
成
元
年
11
月
20
日
国
連
総
会

採
択
、
平
成
６
年
４
月
22
日
日
本

国
批
准
）
等
関
係
法
令
の
理
念
に

照
ら
し
、
常
に
最
善
の
努
力
を
尽

く
し
て
児
童
の
人
権
の
擁
護
と
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
。

２
．
施
設
運
営
理
念

　

『
私
た
ち
は
、
共
に
人
を
大
切

に
し
、
助
け
合
う
心
を
育
て
る
』

　

児
童
に
関
し
て
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、
守
ら
れ
る
べ
き
児
童

同
士
の
争
い
や
大
人
へ
の
暴
言
暴

力
が
垣
間
見
ら
れ
る
現
代
。
職
員

の
み
が
意
識
す
る
の
で
は
な
く
、

児
童
と
職
員
が
互
い
に
大
切
に
す

る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

互
い
に
助
け
合
い
の
心
を
育
て
る

よ
う
養
育
す
る
。
同
時
に
、
児
童

の
支
援
全
般
に
携
わ
る
職
員
同
士

の
関
係
性
も
そ
う
で
あ
る
。

３
．
基
本
方
針

　

法
人
・
施
設
運
営
理
念
を
念
頭

に
置
き
、
児
童
養
護
施
設
運
営
指

針
（
厚
労
省
提
示
）
や
各
法
令
を

踏
ま
え
て
、
入
所
児
童
の
最
善
の

利
益
を
尊
重
し
、
日
本
の
良
き
文

化
を
継
承
し
つ
つ
養
育
を
し
、
自

立
（
自
律
）
を
支
援
す
る
。
生
活

を
通
し
て
、
児
童
の
意
向
や
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
班
担
当
制
に

よ
る
小
規
模
ケ
ア
を
進
め
て
、
支

援
内
容
を
明
確
に
し
、
家
庭
的
な

雰
囲
気
の
生
活
創
り
を
目
指
す
。

⑴
安
心
感
の
あ
る
養
育
の
支
援

⑵
年
齢
に
応
じ
た
発
達
の
支
援

⑶
自
立
（
自
律
）
に
向
け
て
の
生

活
の
支
援

⑷
家
庭
状
況
に
応
じ
た
親
子
関
係

の
再
統
合

⑸
地
域
福
祉
へ
の
貢
献
と
推
進

第一号第一様式（第十七条第四項関係）
法人単位資金収支計算書

（自）令和  2 年  4 月  1 日  （至）令和  3 年  3 月 31 日

社会福祉法人名  高塔会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）

勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (A)-(B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

児童福祉事業収入 157,404,000 186,620,325 △ 29,216,325
借入金利息補助金収入 35,000 0 35,000
経常経費寄附金収入 750,000 1,900,249 △ 1,150,249
受取利息配当金収入 11,000 29,281 △ 18,281
その他の収入 2,010,000 2,205,604 △ 195,604
事業活動収入計 (1) 160,210,000 190,755,459 △ 30,545,459

支
出

人件費支出 106,703,000 117,723,983 △ 11,020,983
事業費支出 31,082,000 32,440,069 △ 1,358,069
事務費支出 14,604,000 17,495,227 △ 2,891,227
支払利息支出 44,000 41,800 2,200
その他の支出 0 1,453,450 △ 1,453,450
事業活動支出計 (2) 152,433,000 169,154,529 △ 16,721,529

　　事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) 7,777,000 21,600,930 △ 13,823,930

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 565,000 7,852,000 △ 7,287,000
施設整備等寄附金収入 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0
施設整備等収入計 (4) 565,000 7,852,000 △ 7,287,000

支
出

設備資金借入金元金償還支出 1,130,000 1,130,000 0
固定資産取得支出 7,950,000 8,314,877 △ 364,877
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0
施設整備等支出計 (5) 9,080,000 9,444,877 △ 364,877

　　施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) △ 8,515,000 △ 1,592,877 △ 6,922,123

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0
積立資産取崩収入 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0
その他の活動収入計 (7) 0 0 0

支
出

長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 10,000,000 △ 10,000,000
積立資産支出 0 15,500,000 △ 15,500,000
その他の活動による支出 0 0 0
その他の活動支出計 (8) 0 25,500,000 △ 25,500,000

　　その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) 0 △ 25,500,000 25,500,000
予備費支出 (10) 0 ┐

0 ┘ ―　　　 0
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 738,000 △ 5,491,947 4,753,947

前期末支払資金残高 (12) 40,302,000 44,208,502 △ 3,906,502
当期末支払資金残高 (11)+(12) 39,564,000 38,716,555 847,445
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第二号第一様式（第二十三条第四項関係）
法人単位事業活動計算書

（自）令和  2 年  4 月  1 日  （至）令和  3 年  3 月 31 日

社会福祉法人名  高塔会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）

勘定科目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)-(B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

児童福祉事業収益 186,620,325 184,333,035 2,287,290
経常経費寄附金収益 1,900,249 879,113 1,021,136
その他の収益 27,444 40,185 △ 12,741
サービス活動収益計 (1) 188,548,018 185,252,333 3,295,685

費
用

人件費 119,089,638 126,480,499 △ 7,390,861
事業費 32,440,069 31,944,545 495,524
事務費 17,495,227 13,955,767 3,539,460
減価償却費 8,396,573 7,924,468 472,105
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 3,737,512 △ 3,168,428 △ 569,084
サービス活動費用計 (2) 173,683,995 177,136,851 △ 3,452,856

　　サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) 14,864,023 8,115,482 6,748,541
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 29,281 39,177 △ 9,896
その他のサービス活動外収益 2,178,160 2,171,130 7,030
サービス活動外収益計 (4) 2,207,441 2,210,307 △ 2,866

費
用

支払利息 41,800 64,400 △ 22,600
その他のサービス活動外費用 1,453,450 1,674,350 △ 220,900
サービス活動外費用計 (5) 1,495,250 1,738,750 △ 243,500

　　サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 712,191 471,557 240,634
　　経常増減差額 (7)=(3)+(6) 15,576,214 8,587,039 6,989,175

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 7,852,000 0 7,852,000
特別収益計 (8) 7,852,000 0 7,852,000

費
用

固定資産売却損・処分損 10 0 10
国庫補助金等特別積立金積立額 7,852,000 0 7,852,000
特別費用計 (9) 7,852,010 0 7,852,010

　　特別増減差額 (10)=(8)-(9) △ 10 0 △ 10
　　当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) 15,576,204 8,587,039 6,989,165
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額 (12) 83,090,451 61,503,412 21,587,039
当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 98,666,655 70,090,451 28,576,204
基本金取崩額（14） 0 0 0
その他の積立金取崩額（15） 0 13,000,000 △ 13,000,000
その他の積立金積立額（16） 15,500,000 0 15,500,000
次期繰越活動増減差額 (17)=(13)+(14)+(15)-(16) 83,166,655 83,090,451 76,204

第三号第一様式（第二十七条第四項関係）
法人単位貸借対照表
令和  3 年  3 月 31 日 現在

社会福祉法人名　高塔会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
当年度末 前年度末 増　　減 当年度末 前年度末 増　　減

流動資産 51,176,076 51,998,939 △ 822,863 流動負債 22,141,386 16,276,647 5,864,739
　現金預金 40,769,024 22,959,800 17,809,224 　事業未払金 8,218,736 5,368,762 2,849,974
　有価証券 10,000 10,000 0 　１年以内返済予定設備資金借 960,000 1,130,000 △ 170,000
　事業未収金 7,873,603 0 7,873,603 　未払費用 1,249,944 965,422 284,522
　未収金 249,090 160,580 88,510 　職員預り金 2,990,841 1,456,253 1,534,588
　未収補助金 2,274,359 28,868,559 △ 26,594,200 　賞与引当金 8,721,865 7,356,210 1,365,655
固定資産 302,387,547 276,969,253 25,418,294 固定負債 0 960,000 △ 960,000
基本財産 102,487,079 107,158,085 △ 4,671,006 　設備資金借入金 0 960,000 △ 960,000
　土地 51,422,987 51,422,987 0 負債の部合計 22,141,386 17,236,647 4,904,739
　建物 51,064,092 55,735,098 △ 4,671,006 純　　資　　産　　の　　部
その他の固定資産 199,900,468 169,811,168 30,089,300 基本金 66,235,777 66,235,777 0
　建物 10,192,967 3,790,764 6,402,203 　第一号基本金 66,235,777 66,235,777 0
　構築物 2,387,158 2,907,818 △ 520,660 国庫補助金等特別積立金 30,019,805 25,905,317 4,114,488
　機械及び装置 806,400 892,800 △ 86,400 その他の積立金 152,000,000 136,500,000 15,500,000
　車輌運搬具 1,207,342 1,735,847 △ 528,505 　人件費積立金 10,000,000 10,000,000 0
　器具及び備品 2,561,701 3,067,439 △ 505,738 　施設・設備整備積立金 142,000,000 126,500,000 15,500,000
　権利 72,800 72,800 0 次期繰越活動増減差額 83,166,655 83,090,451 76,204
　ソフトウェア 672,100 843,700 △ 171,600（うち当期活動増減差額） 15,576,204 8,587,039 6,989,165　投資有価証券 30,000,000 20,000,000 10,000,000
　その他の積立資産 152,000,000 136,500,000 15,500,000 純資産の部合計 331,422,237 311,731,545 19,690,692
　資産の部合計 353,563,623 328,968,192 24,595,431 　負債及び純資産の部合計 353,563,623 328,968,192 24,595,431
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学
園
の
行
事
紹
介

　

例
年
、
招
待
や
野
球
大
会
な
ど

で
他
施
設
と
の
交
流
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
園
内
で

出
来
る
事
を
模
索
し
、
感
染
対
策

を
徹
底
し
１
月
～
６
月
に
行
っ
た

主
な
行
事
を
紹
介
致
し
ま
す
。

１
月

家
庭
生
活
体
験
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
児
童
養
護
施
設

で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
達
に
家

庭
生
活
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
性
の
涵
養
、
情
緒
の
安

定
、
退
所
後
の
自
立
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
年
間
（
夏

休
み
、
年
末
年
始
）
を
通
じ
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
る
中
、
3
組
の
１

日
里
親
さ
ん
が
子
ど
も
達
の
た
め

に
気
持
ち
よ
く
引
き
受
け
て
下
さ

り
、
６
名
の
子
ど
も
達
が
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。２

月

節
分
、
豆
ま
き

　

今
年
は
２
月
２
日
に
あ
っ
た
節

分
。
夕
食
の
時
間
に
子
ど
も
達
は

新
聞
紙
を
丸
め
て
作
っ
た
“
豆
”

で
鬼
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
達
は
鬼
に
必
死
で
豆
を
ぶ
つ
け

ま
し
た
。
必
死
に
な
り
過
ぎ
て

「
鬼
は
外
。
福
は
内
。
」
の
掛
け

声
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

鬼
を
追
い
払
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

福
を
呼
び
込
み
、
怪
我
無
く
事

故
な
く
、
子
ど
も
達
が
健
や
か
に

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

鬼はそと～

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り

　

各
班
に
分
か
れ
て
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
チ
ョ
コ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

型
抜
き
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ト
リ
ュ

フ
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
工
夫
し
て

調
理
を
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

作
っ
た
後
は
可
愛
い
袋
に
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
交
換
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

調
理
の
一
環
と
し
て
分
量
や
計

り
を
使
っ
て
材
料
を
調
整
し
た
り

す
る
こ
と
は
子
ど
も
達
に
と
っ
て

良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

かわいくつくれたよ☆

３
月

卒
園
・
卒
業
を
祝
う
会

　

３
月
７
日
に
当
園
に
て
卒
園
卒

業
を
祝
う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
、
小
中
高
、
短
期
大
学
と

そ
れ
ぞ
れ
卒
業
し
、
今
年
度
は
６

名
の
子
ど
も
達
が
卒
園
し
、
就
職
、

大
学
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
へ
の

希
望
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
卒
業
す
る
子
ど
も
達
か
ら
は
新

た
な
志
が
発
表
さ
れ
、
勉
学
、
部

活
動
を
頑
張
り
た
い
と
の
言
葉
を

聞
き
、
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。
卒
園
す
る
子
ど
も
達
を
前
に

在
園
児
、
職
員
の
目
に
は
涙
も
見

ら
れ
、
期
待
、
そ
し
て
少
し
の
寂

し
さ
を
感
じ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

おめでとう決意表明

卒
業
式

　

小
学
生
２
名
、
中
学
生
２
名
、

高
校
生
５
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

各
々
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
と
な
り
、
友
達
と
の
別
れ
を

惜
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

胸
を
張
っ
て
卒
業
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
飛
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

卒業しました♪

卒
園
式

　

今
年
は
３
名
の
児
童
が
幼
稚
園

を
卒
園
し
ま
し
た
。
卒
園
式
で
は

堂
々
と
卒
園
証
書
を
受
け
と
り
、

目
標
や
思
い
出
を
大
き
な
声
で

言
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
大
き
く

な
っ
た
な
と
涙
が
出
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
と
写
真

を
撮
る
時
は
寂
し
く
な
り
泣
い
て

い
る
子
ど
も
達
。
し
か
し
外
に
出

る
と
お
友
達
と
最
後
に
た
く
さ
ん

遊
び
、
最
後
ま
で
写
真
を
撮
っ
て

い
ま
し
た
。

受け取る姿にうるうる



5

女
子
児
童
お
泊
り
会

　

3
月
20
、
21
日
に
地
域
交
流
室

に
て
お
泊
り
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
女
子
児
童
が
協
力
し
て
夜
ご

飯
を
準
備
し
、
ビ
ン
ゴ
大
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
も
全
員
で

遊
び
、
低
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で

楽
し
め
た
様
子
で
し
た
。
朝
は
朝

食
の
準
備
や
片
づ
け
等
も
最
後
ま

で
行
い
、
女
子
児
童
、
女
性
職
員

の
団
結
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

すやすや夢の中

男
子
児
童
外
出

　

3
月
27
日
（
土
）
に
新
門
司
海

浜
公
園
で
野
球
練
習
を
行
い
ま
し

た
。
み
ん
な
一
生
懸
命
に
体
を
動

か
し
、
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
練
習
後
は
小
倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー

ル
ド
に
て
温
泉
に
入
り
、
た
く
さ

ん
か
い
た
汗
を
流
し
、
疲
れ
た
体

を
癒
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
焼
肉

キ
ン
グ
で
、
お
肉
を
口
い
っ
ぱ
い

に
頬
張
り
、
美
味
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。
男
子
児
童
、
男
性

職
員
に
と
っ
て
良
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

肉うまーーい♪

幼
児
外
出

　

3
月
23
日
に
社
会
体
験
学
習
の

一
環
で
福
岡
市
南
区
に
あ
る
も
～

も
～
ら
ん
ど
油
山
牧
場
に
行
き
ま

し
た
。
電
車
に
乗
っ
て
行
き
、
乗

馬
を
し
た
り
、
牛
の
乳
搾
り
を
し

た
り
と
日
ご
ろ
で
き
な
い
体
験
を

し
て
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め

て
乳
し
ぼ
り
を
体
験
す
る
子
ど
も

も
沢
山
い
て
、
涙
あ
り
笑
い
あ
り

の
社
会
体
験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

おうまに乗れたぁ♪初めての乳しぼり☆

４
月

入
学
式
・
入
園
式

　

今
年
は
幼
稚
園
に
２
名
、
小
学

校
に
２
名
、
中
学
校
に
２
名
、
高

校
に
２
名
入
学
し
ま
し
た
。
入
学

式
は
時
間
を
短
縮
し
て
い
る
学
校

が
多
い
中
、
子
ど
も
達
が
新
し
い

制
服
に
袖
を
通
し
、
晴
々
と
し
た

顔
で
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

入
学
お
め
で
と
う
。
沢
山
友
達

を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、

楽
し
い
幼
稚
園
生
活
・
学
校
生
活

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おめかしして☆中学たのしんでね♪

進
級
・
進
学
祝
い
の
会

　

4
月
1
日
に
進
級
・
進
学
祝
い

の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も

全
員
無
事
に
進
級
、
進
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
園
庭

B
B
Q
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
は
駐
車
場
に

て
園
庭
B
B
Q
を
行
い
、
職
員
と

児
童
が
一
緒
に
楽
し
く
食
事
を
摂

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
腹
が

一
杯
に
な
っ
て
か
ら
は
、
職
員
が

ギ
タ
ー
で
弾
き
語
り
を
行
い
、
と

て
も
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。ギターで弾き語りおいしそ～♪

Ｆ
Ｕ
写
真
撮
影
会

　

4
月
9
日
に
〈
F
U
フ
ォ
ト

ス
タ
ジ
オ
様
〉
の
ご
協
力
に
よ

り
、
記
念
撮
影
会
を
行
い
ま
し

た
。
撮
影
を
し
た
の
は
、
今
年
度

幼
稚
園
に
入
園
し
た
子
ど
も
、
小

学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
、
そ
し

て
七
五
三
を
迎
え
た
子
ど
も
で
す
。

七
五
三
を
迎
え
た
子
ど
も
は
、
そ

の
児
童
に
合
っ
た
素
敵
な
着
物
を

着
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
姿
は
本

当
に
可
愛
く
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た

5
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で
す
。
余
談
で
す
が
、
女
児
が
着

た
着
物
は
、
職
員
が
持
参
し
た
物

で
す
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

笑
顔
溢
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

着物でハイチーズ♪

５
月

子
ど
も
の
日

　

5
月
5
日
の
子
ど
も
の
日
、
昨

年
は
緊
急
事
態
宣
言
中
で
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
に
行
け
ず
、
学
園
で
過

ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
行
く
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
達
も
大
い
に
羽
を
伸

ば
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
午
前

中
雨
天
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

前
日
に
作
っ
た
て
る
て
る
坊
主
の

お
か
げ
で
、
午
後
か
ら
晴
れ
、
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
着
く
と
、
各
々

の
遊
び
場
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

昼
食
は
例
年
オ
ー
ド
ブ
ル
で
し
た

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
予
防
の
為
、
一
人
ひ
と
り
お
弁

当
を
用
意
し
て
頂
き
ま
し
た
。
例

年
と
は
違
っ
た
様
子
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
作
っ
て
下
さ
っ
た
調
理

員
さ
ん
へ
感
謝
し
な
が
ら
美
味
し

く
頂
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
青

空
の
も
と
、
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
見

ら
れ
、
私
た
ち
職
員
一
同
も
幸
せ

な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
き
っ

と
子
ど
も
達
の
良
い
思
い
出
の
1

ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

カンガルー可愛いな♡

６
月

英
語
の
勉
強
に
奮
起

　

６
月
２
日
に
講
師
の
江
藤
さ
ん

に
来
て
頂
き
、
高
校
受
験
を
控
え

て
い
る
子
ど
も
を
中
心
に
英
語
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
毎

週
水
曜
日
に
3
時
間
半
と
長
い
時

間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
英
語
を
教

え
て
頂
け
る
と
の
こ
と
で
、
中
学

３
年
生
の
２
名
は
と
て
も
意
欲
的

に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
自
主
学
習
も
行
い
、

教
え
て
頂
い
て
い
る
こ
と
が
結
果

と
し
て
出
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

新
任
職
員
紹
介

坪
田
悠
希
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

　

今
年
度
か
ら
暁

の
鐘
学
園
で
お
世

話
に
な
る
坪
田
で

す
。
暁
の
鐘
学
園
に
は
先
輩
の
坪

田
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
紛

ら
わ
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
音

楽
と
本
、
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
勉
強

も
好
き
で
す
。
暁
の
鐘
学
園
の
子

ど
も
達
が
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ

う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

横
山
彩
香
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

　

今
年
度
か
ら
暁

の
鐘
学
園
で
働
か

せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
横
山
と
申
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
一
喜
一
憂
さ
せ
ら

れ
な
が
ら
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
達

の
成
長
を
見
て
い
け
る
と
思
う
と
、

楽
し
み
で
仕
方
な
い
で
す
。
み
ん

な
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

田
尻
あ
す
か
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

　

こ
ん
に
ち
は
。

今
年
度
か
ら
暁
の

鐘
学
園
で
お
世
話
に
な
る
田
尻
で

す
。

　

毎
日
子
ど
も
達
と
楽
し
く
生
活

し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
好
き
で
子
ど
も
相
手
で
も
手

加
減
な
し
に
全
力
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
達
と
一
緒
に
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田
代
結
希
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

　

今
年
度
か
ら
暁

の
鐘
学
園
で
働
か

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
田
代
と
申
し
ま
す
。
全
て
の
子

ど
も
達
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に

な
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

青
柳
侑
花
調
理
員

　

今
年
度
か
ら
暁

の
鐘
学
園
で
調
理

員
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
青
柳
で
す
。
美
味

し
い
食
事
を
作
れ
る
よ
う
に
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

大
黒
剛
心
理
士　

心
理
士
の
大
黒

で
す
。
児
童
養
護

施
設
で
は
20
年
ほ

ど
心
理
士
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
刑
務
所
や
保
護

観
察
所
で
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
し
て
お
り
、
大
学
や
専
門

学
校
で
心
理
学
を
教
え
て
い
ま
す
。

心
理
学
の
分
野
と
し
て
は
、
臨
床
、

発
達
、
犯
罪
が
専
門
で
す
。
趣
味

は
筋
ト
レ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

表
彰
お
め
で
と
う

　

子
ど
も
た
ち
は
部
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
部
し
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
日
頃
の
子
ど
も
た
ち
の
努
力

の
成
果
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

第
35
回
福
岡
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
（
中
学
校
の
部
）

　

 

金　

賞 　

　
　
　
　
　

中
学
２
年　

Ｍ
・
Ｉ

 

心
温
ま
る
ご
奉
仕

 　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
も
当
学
園
へ
た
く
さ
ん

の
ご
寄
付
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ご
寄
付
や
賜
り

物
は
子
ど
も
た
ち
の
為
に
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

こ
で
一
部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
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ま
す
。
（
令
和
３
年
１
月
１
日
～

令
和
３
年
６
月
30
日
受
領
分　

敬

称
略
）

・
ユ
ー
コ
ー
ラ
ッ
キ
ー
三
ケ
森
店

・
㈱
三
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

津
曲
兼
嗣

・
エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

・
ニ
ビ
シ
醤
油
㈱

・
㈱
明
治

・
タ
カ
食
品
工
業
㈱

・
三
育
フ
ー
ズ
㈱

・
は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

・
㈱
マ
ル
ミ
ツ
サ
ン
ヨ
ー

・
和
歌
山
ノ
ー
キ
ョ
ー

　

食
品
工
業
㈱

・
日
興
食
品
㈱

・
い
な
ば
食
品
㈱
東
京
本
社

・
い
な
ば
食
品
㈱
静
岡
本
社

・
太
洋
食
品
㈱

・
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
㈱

・
㈱
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
九
州

・
讃
陽
食
品
工
業
㈱

・
㈱
主
計
物
産

・
田
中
和
明

・
香
山
一
枝

・
小
倉
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

森
本
浩
文

・
池
田
設
備
工
業
㈱　

池
田
年
穂

・
㈱
キ
ア
ン　

江
草
仁
貴

・
㈱
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア

　

カ
ー
ブ
ス
永
犬
丸

・
㈱
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア

　

カ
ー
ブ
ス
イ
オ
ン
若
松

・
毎
日
新
聞　

西
部
社
会
事
業
団

・
株
式
会
社
ワ
イ
テ
ィ
ー
エ
ス

　

中
村
匡
秀

・
青
い
鳥
「
松
の
実
会
」

　

塚
本
邦
彦

・
こ
ど
も
Ｏ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
し
よ
う

　

今
村
真
美
・
青
木
京
子

・
一
般
財
団
法
人

　

日
本
児
童
養
護
施
設
財
団

・
西
日
本
新
聞　

民
生
事
業
団

・
田
島
良
子

・
菊
原
美
智
子

・
藤
野
保
夫
税
理
士
事
務
所

・
㈱
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｋ
Ｉ

・
エ
ス
ジ
ー
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
㈱

・
堀
田
美
由
紀

・
サ
ラ
ヤ
㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
事
業
本
部

　

林
健
太
郎

・
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ

・
鷲
田
マ
リ

・
吉
村
美
香

・
F
U.
p
h
o
t
o
&
d
e
s
i
g
n

・
若
松
仏
教
会
事
務
局

　

会
長　

光
徳
寺

・
5
7
J
P
N
合
同
会
社

　

と
し
の
ぶ
さ
ん
家
の
粉

・
西
部
沢
井
薬
品
㈱

　

代
表
取
締
役　

江
口
寛
一

・
た
ま
あ
ん

・
響
灘
菜
園
㈱

・
㈱
日
本
パ
ブ
リ
ッ
ク

　

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所

・
谷
内
久
美

・
㈱
三
信
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

・
コ
ス
ト
コ
北
九
州
倉
庫
店

・
㈱
夕
原
テ
ク
ノ
グ
ル
ー
プ

・
加
藤
会

・
グ
リ
ー
ン
グ
ル
ー
プ
㈱

・
東
京
経
済
大
学
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

　

准
教
授　

大
久
保
奈
弥

・
一
般
財
団
法
人

　

み
ら
い
こ
ど
も
財
団　

・
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
部

・
㈱
フ
レ
ー
ベ
ル
館

　

メ
デ
ィ
ア
事
業
部　

C
S
チ
ー
ム

・
シ
ル
ビ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

今
井
幸
男

・
ス
ロ
ッ
テ
ィ
ア
筑
後
店

　

代
表
取
締
役
社
長　

竹
田
光
寛

・
原
田
工
務
店　

代
表
取
締
役
社
長

　

原
田
善
朗

・
石
打
奈
津
江

・
折
尾
ス
タ
ー
レ
ー
ン　

支
配
人

　

寺
田
正
知

・
北
川
義
一

１
日
里
親
に
つ
い
て

　

北
九
州
市
内
の
児
童
養
護
施
設

に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
、
学
校
が
休
み
の
週
末
や
、
冬

休
み
な
ど
の
休
暇
中
に
、
養
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
家
庭
に
預
か

り
、
家
庭
生
活
を
体
験
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
【
北
九
州
市
一

日
里
親
の
会
】
と
言
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
一
日
里
親
の
会
で
は
、

一
日
里
親
と
し
て
の
必
要
な
知
識
、

養
育
技
術
の
取
得
に
よ
る
資
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

研
修
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
日
里
親
と
し
て
家
庭
に
招
き
、

温
か
い
家
庭
生
活
を
体
験
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
社

会
性
の
涵
養
、
情
緒
の
安
定
、
退

所
後
の
自
立
促
進
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
子
ど
も
た

ち
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、

「
家
庭
の
モ
デ
ル
」
を
学
ぶ
機
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
里
親
に
つ
い
て
の
詳
し
い

お
問
い
合
わ
せ
は

北
九
州
市
児
童
養
護
施
設
協
議
会

 
事
務
局 

0
9
3

−

6
1
6

−

0
0
1
8

 

暁
の
鐘
学
園 

0
9
3

−

7
9
1

−

5
6
5
7

　
　
　
　
　

担
当
：
田
邉　

ま
で

第
三
者
評
価
結
果
公
表

　

２
０
２
１
年
２
月
に
当
園
は
公

益
社
団
法
人
福
岡
県
社
会
福
祉
会

か
ら
、
第
三
者
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
結
果
は
、
「
公
益
社
団
法
人

福
岡
県
社
会
福
祉
会
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
後

も
開
か
れ
た
施
設
運
営
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 

皆
様
最
後
ま
で
お
読
み
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
か
か
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

「
あ
か
つ
き
だ
よ
り
」
も
35
回

目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の

お
力
を
頂
い
て
の
こ
と
で
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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